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1.はじめに	
 

	
 その１では研究対象となる神戸市震災復興土地区画整

理事業が行われた各地区の特徴を明らかにし，４つの地

域に分けた。その２ではその１の結果から，各地区の1つ

の通りの景観に対して行う微視的目線による調査につい

てまとめている。	
 

2.微視的目線による比較と考察	
 

2.1 調査方法	
 

	
 その1での地区ごとの特徴を捉えた上で，各地区から通

りを1つ選び出し，そこに立ち並ぶ住宅の形状と前面道路

に対する敷際空間の構成を平面・断面・立面から分析す

る事により，住宅地の景観がどのような要素によって構

成されているのか詳しく分析する．調査対象となる通り

は比較的住戸が立ち並んでおり，幅員が5~6m	
 で通りの

長さが50m以上のものとする．すべての地区での調査対象

住宅は160ヵ所となる．調査方法は現地に訪れ，植込み・

植木鉢の有無，生活用品のあふれ出しの状態に注目した

敷際空間の利用実態と住宅形状，駐車場位置を整理して

いく．本章では六甲道駅地区から六甲道駅北地区と六甲

道駅西地区を取り上げ，比較の例に上げる．	
 

2.2 セットバックの距離についての比較と考察	
 

	
 敷際空間の規模の指標となる前面道路からのセットパ

ックの距離を比較する．以下のように階級を分ける．	
 

①. 1m未満…住民が活動するには制限される距離	
 
②. 1m以上3m未満…住民の活発な活動が期待され，住宅

の前に駐車が出来ない距離	
 

③. 3m以上…住宅の前に駐車が可能な距離	
 
	
 大きな差は無いが六甲道駅北地区の方が1m未満のセッ

トバックの距離の割合が多く，比較的小規模の敷際空間

が多いことが分かる(図1)．	
 

図1	
 各地区のセットバック距離階級別分類割合	
 

2.3 駐車場位置についての比較と考察	
 

	
 住戸形状に大きく影響する要素として駐車場の位置が

あげられる．対象地域は駐車場を持つ住戸が多く景観に

大きな影響を与えていると考えられる．重要な要素であ

る駐車場の位置を現地調査の結果と長谷川(2007)1)の研究

を参考に，3タイプに分類する(図2)．	
 

図 2	
 駐車場位置分類	
 

	
 地域の割合についで大きな差は見ることができないが

(図3)，ここでさらに断面構成として玄関口の配置による

分類より分析してみる(図4)．	
 

図 3	
 各地区の駐車場位置別分類割合	
 

図4	
 断面形状の分類	
 

(1)Aパターン	
 

	
 住宅下層が駐車スペースによって影響を受けず，前面

道路に対して1つの面が立っている状態のもの．アプロー

チに一部とられるが，住宅形状による敷際空間への影響

はもっとも少ない．ただし駐車スペースが敷地内にある

場合，敷際空間に大きな影響を与える．通りの景観とし

て1つの面が立ち上がる．	
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(2)Bパターン	
 

	
 住宅下層が駐車スペースとして使われ，かつその奥ま

った部分に玄関があるもの．駐車スペースと玄関へのア

プローチが同じであるため，それ以外の部分は敷際空間

に対しての影響は少ない．また駐車スペースも玄関のア

プローチとして敷際空間同様に扱われる場合がある．	
 

(3)Cパターン	
 

	
 住宅下層が駐車スペースとして使われるが，玄関は前

面道路に接した状態で、設けられている形状のもの．車

の出入りをするスペースと玄

関に出入りするスペースが必

要となり，敷際空間に大きな

影響を与える．	
 

	
 Aパターンにおいてはその

割合が等しいがBとCでの割合

に差がある(図5).敷際空間を

有効に活用できることが期待

されるBパターンが六甲道駅

北地区の方が大きい.実際に

写真1のように大型の植栽が

見られる.	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 写真1	
 北地区の大型植栽	
 

図 5	
 各地区の断面構成パターン別分類割合	
 

2.4 微視的目線による比較調査の考察	
 

	
 その他立面構成に関する分析を行い，微視的目線によ

る敷際空間の分析で以下の様な知見を得られた．	
 

①. 玄関口はそのセットパックの距離と関係して，敷際
空間に大いに影響を与える．セットバックの距離が

短い場合は前面道路に対して玄関口が接している場

合，人の出入りがあるため敷際空間が活用されるこ

とが少なくなってしまう．	
 

表 1	
 六甲道駅北地区景観形成を担う要素のまとめ 

②. 壁面の形状(窓の有無)は敷際空間の利用方法に大き
な影響を与える．ただし窓があれば良いというわけ

ではなく，窓があることにより生活用品のあふれ出

しが目立つ場合もある．逆に壁面のみであるために，

敷際空間の利用として植栽による住宅の装飾が進め

られている場合もある	
 

3.まとめ	
 

	
 巨視的目線，微視的目線の各地区の比較によって得ら

れた景観を構成する要素とその違いは表1のようにまとめ

た．またこれによって得られた以下の景観形成に関する

知見を本論文のまとめとする．	
 

(1)面積規模の大きい住宅の場合(例:森南地区)	
 

	
 駐車場の配置において図12のうちの2つのパターンが考

えられる．Aパターン，Bパターンのいずれにせよその敷

際空間の大きさや前面道路との接している状況から住民

の敷際空間への意識が景観に表れる場合が多く，住民の

景観への意識が重要である．	
 

(2)面積規模の小さい場合(例:六甲道駅北地区)	
 

	
 Dパターンは敷際空間がすべて車にとられ，景観上も良

くない．よってCパターンのほうが景観上好ましい．Cパ

ターンで重要なのが玄関の位置である．玄関を駐車場の

奥または側面に設置すれば敷際空間に人や車の動線が出

ず，植込みの設置が可能になる．さらに敷地面積の規模

上小さな敷際空間になり，活用方法が物置または植込み

に限られる．つまり住宅設計段階で敷際空間の活用方針

を決めることができる．	
 

図6	
 結章・面積と駐車場位置による分類	
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